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第第 33 章章  商商品品化化にに向向けけたた観観光光資資源源のの磨磨きき上上げげ手手法法のの検検討討  
 

調査対象案件の提案内容に基づいて確実な商品化へ向けた観光資源の磨き上げ及び調査対

象地域の魅力の情報発信について、その手法を検討し、実施した。 

本調査業務においては、磨き上げた観光資源を活用して旅行商品化し、モニターツアーの企

画、造成、参加者の募集、催行に協力した。 

 

1.これまでの取組と課題 
ここでは、調査対象地域のこれまでの取組と課題について整理する。 

 

◆これまでの取組 

○調査対象地域である須磨地域（神戸市須磨区）は神戸市西部に位置し、古くは平安時代「源

平一の谷合戦」の舞台として知られる。 

○源平にまつわる貴重な歴史資源が点在する地域であり、2012 大河ドラマ「平清盛」に合

わせて歴史資源の掘り起こし及び観光資源としての活用に取り組んできた。 

○また、須磨海岸は古来より白砂青松の美しい砂浜を持つ海岸（日本の渚 100 選）として有

名で、京阪神地域随一の海水浴場で知られている。 

○近年では、「須磨魅力再発見」をテーマに観光資源の掘り起こしを推進しており、あわせ

て須磨海岸の環境保全活動や海岸文化祭の開催など、官民連携活動が活性化しつつある。 

○また、須磨地域は、須磨海岸をはじめ、神戸市立須磨海浜水族園、神戸市立須磨離宮公園

及び神戸市立須磨海づり公園等の文化・観光施設や、須磨寺、多井畑厄神、綱式天満宮と

いった歴史ある寺社仏閣が存在している。 

○これら施設ごとに、時節祭事、集客イベントなど特徴ある多数の行事が催されており、ご

当地商品企画も多岐に及んでいる。 

 

◆地域の現状と課題 

○須磨海岸には海水浴シーズンに 60 万人以上が訪れているが、その利用者は年々減少傾向

にある。 

○また、数々の魅力ある文化・観光施設、神社仏閣及び宿泊施設等が須磨地域の比較的コン

パクトなエリアに立地しているのにも関わらず、それらが“線・面”としてつながってい

ないのが現状である。 

○一方、各々の施設サービスや団体活動をみれば、新たな観光プログラム開発や催事なども

盛んに進められていることから、今後、「施設観光から地域観光」のアプローチによる観

光地としての魅力強化を図り、観光客の回遊性を高め、地域全体としての観光経済効果の

創出が重点課題といえる。 
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2.確実な観光資源の磨き上げ手法の検討・実施 
本調査業務では、須磨観光協会、神戸市立須磨海浜水族園を中心に、「イルカが泳ぐ須磨浜

に出かけよう！イルカたちと出逢う感動の旅」を企画・造成し、①宿泊プラン、②日帰りプラ

ンの 2 種類を用意した。また、オプショナルツアー（ご当地ツアー）の企画・造成も行った。 

その際の観光資源の磨き上げ手法としては、ワークショップとテーブル会議により検討を行

うこととし、それらを実施した。その検討結果は、パンフレットとして作成した。それらにつ

いては、以下に示す。 

 

1)ワークショップ・テーブル会議による検討 

 

◆ワークショップ：検討テーブル会議 2013.05.15 

 

目的 メインモニターツアーの確認およびオプショナルツアーの造成検討 

日時 2013 年 5 月 15 日 14:00～16:30 

参加者 須磨区役所まちづくり課（須磨観光協会事務局）、神戸市立須磨海浜水族園、神戸

市立国民宿舎須磨荘シーパル須磨、（株）スマイルズ、ウエスコ 

WS内容 1.メインモニターツアー及び須磨ドルフィンコーストの概要（説明） 

2.観光庁 調査業務の概要（説明） 

3.オプショナルツアー ワーキング 

 ①コースの設定（内容、料金等）、②催行期間、③ツアーデスク、販売方法 

WS概要 主な確認・調整事項 

○オプショナルツアーの販売方法の確認 

・旅行業者による販売のみなのか、個別販売が可能なのか、引き続き、近畿運

輸局にて確認を行う。 

○コースの確認 

・提案書にて記した「海賊船」「智恵の道」「須磨＆和菓子を味わう散策」「須磨

迎賓館ランチ」については、引き続き、関係者との協議・調整を実施し、オ

プショナルツアー造成を行う。 

・上記のほか、新規提案として、「須磨浦公園散策と須磨観光ハウスでのランチ」

の造成について、関係者との協議・調整を進める。 
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WS概要 ○ツアーデスクの設置 

・オプショナルツアーのルート等、詳細が決まり次第、改めて、ツアーデスク

の性格、設置場所等の詳細を検討する。 

○オプショナルツアーの造成期限 

・5/30 を目途に、造成作業のための協議・調整を続ける。 

WS風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果  
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◆ワークショップ：検討テーブル会議 2013.05.30 

 

目的 オプショナルツアー造成検討 

日時 2013 年 5 月 30 日 12:30～14:00 

参加者 神戸市立須磨海浜水族園（須磨観光協会）、（株）スマイルズ、ウエスコ 

会議内容 1.オプショナルツアーに関する現状確認 

 ①コースの設定（内容、料金等）、②催行期間、③ツアーデスク、販売方法 

会議概要 主な確認・調整事項 

○オプショナルツアーの造成内容の確認 

・提案書にて記した「海賊船」「智恵の道」「須磨＆和菓子を味わう散策」「須磨

迎賓館ランチ」については、関係者との協議・調整の結果、オプショナルツ

アーとして造成の可能性が高いことが確認された。 

・現状を踏まえて、地元旅行業者との企画調整により、募集型企画旅行商品と

して販売を目指す。 

・新規提案として、「須磨浦公園散策と須磨観光ハウスでのランチ」の造成につ

いて、関係者との協議・調整の結果、オプショナルツアーとして造成が難し

いことが報告された。 

○オプショナルツアーの販売等 

・上記を踏まえて、地元旅行業者との企画調整により、再度、販売方法等の検

討を行う。 

会議風景  
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◆ワークショップ：検討テーブル会議 2013.06.13 

 

目的 メインモニターツアーの確認およびオプショナルツアーの造成検討 

日時 2013 年 6 月 13 日 14:00～15:30 

参加者 近畿運輸局、神戸市立須磨海浜水族園（須磨観光協会）、目利き：大黒氏、大武氏、

ウエスコ 

会議内容 1.メインモニタツアー及びオプショナルツアーに関する現状報告等 

会議概要 主な会議内容 

○メインモニターツアーの目的・コンセプトの確認 

・社会実験「ドルフィンコースト」とともに、社会実験の目的の一つである「須

磨海岸のイメージアップ、地域経済の活性化」に資する観光振興を進めるこ

とが目的・コンセプトの一つである。 

○オプショナルツアーの販売について 

・現時点で検討しているオプショナルツアーについては、宿泊・運輸を伴わな

いことから、着地型観光商品として地元での販売は可能である。 

○オプショナルツアーの販売促進について 

・メインモニターツアー利用者のオプショナルツアーへの販売促進、オプショ

ナルツアーのみの販売促進を、時間は余りないが、もう少し検討する必要が

ある。 

・たとえば、作成予定の観光マップに、「須磨のおすすめ商品！」といったよう

に、旅行者に訴求するものが必要ではないか。いわゆる、お客様目線での作

成が必要である。観光マップで示すことが出来ない場合は、SNS を利用した

方法など検討の余地がある。 

・全体的にどの年齢層をターゲットにしているのかがわかりづらい。 

○アンケート調査の調査項目について 

・「これまで須磨に来たことがあるか」といった質問項目を設けることが必要で

ある。新規開拓による旅行者なのか、リピーターなのかを把握することがで

きる。 

・アンケートの回収方法等については、親切な対応を心がけること、担当者を

設けることにより、より本音部分の聞き取りなどができる。 

会議風景  
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◆テーブル会議：検討会議 2013.06.21 

 

目的 オプショナルツアー造成検討 

日時 2013 年 6 月 21 日 15:00～17:00 

参加者 須磨区役所まちづくり課（須磨観光協会事務局）、神戸市立須磨海浜水族園（須磨

観光協会）、ウエスコ 

会議内容 1.オプショナルツアーに関する現状確認 

 ①実施可能なコースの最終確認 

 ②パンフレット（案）の確認 

会議概要 主な確認・調整事項 

○実施可能なコースの最終確認 

・提案書にて記した「海賊船」「智恵の道」「須磨＆和菓子を味わう散策」「須磨

迎賓館ランチ」の実施とともに、「須磨海浜水族園でのドルフィンウォッチン

グ」の催行が確認あれ、それぞれの内容および実施時期（期間）について最

終確認がなされた。 

○パンフレット（案）の確認 

・上記を踏まえて、印刷・デザイン会社から示された初校を確認し、修正内容

の確認を行った。 

 

 

◆テーブル会議：検討会議 2013.06.26 

 

目的 オプショナルツアー造成検討 

日時 2013 年 6 月 26 日 09:00～12:00 

参加者 神戸市立須磨海浜水族園（須磨観光協会）、ウエスコ 

会議内容 1.オプショナルツアーに関するパンフレットの最終確認 

会議概要 主な確認・調整事項 

○オプショナルツアーに関するパンフレットの最終確認 

・印刷・デザイン会社からの最終稿をもとに、記載内容、体裁、誤字・脱字等

の確認を行った。 

・印刷部数の最終確認を行った。 
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◆ワークショップ：検討テーブル会議  2013.12.19 

 

目的 本年度事業の報告および来年度のブラッシュアップに向けた検討、意見交換 

日時 2013 年 12 月 19 日 10:00～12:00 

参加者 須磨区役所まちづくり課（須磨観光協会事務局）、神戸市立須磨海浜水族園（須

磨観光協会）、神戸市立国民宿舎須磨荘シーパル須磨、（株）スマイルズ、目利

き：大黒氏、大武氏、ウエスコ 

会議内容 1.本年度事業の報告：2013 須磨ドルフィンコースト（SDC）社会実験、メイン

モニターツアー、オプショナルツアー（ご当地ツアー） 

2.来年度のブラッシュアップに向けたアドバイス 

会議概要 主な会議内容 

○今年度の状況 

・須磨海岸の東側に集客が集中したので、来年度は西側でも人が集まるよう

な工夫が必要である。 

・ご当地ツアーは急ごしらえであったが、参加者の満足度は大きかった。 

・観光施設側にも恒常的なご当地ツアーが必要であるという認識が広がった。 

・SDC に来られる宿泊者は、兵庫県など須磨地域に近い方が多く、より地域

を深く知りたいという方も多かった。しかし、接客などの応対の際、地域

に関する知識不足があり、アンケート結果にあったように、地域とのふれ

あいなどに不満を感じられたかもしれない。 

・今回、時間が無いなかでの催行であったため、キーワード検索から予約サ

イトにうまくリンクでたどり着けなかったこともあった。 

○来年度への課題・問題点 

・ご当地ツアーについては、コンテンツを詰め込み過ぎたものもあった。来

年度は、SDC との連動性（連携）を活かしたうえで、気軽に参加できる短

時間のものも準備していきたい。 

・須磨地域から山側、街側への観光客を回遊させることが今後も課題として

残っており、地域の情報をどこでアクセスできるかが大きな問題ではない

か。地域情報の一元化、集約、各観光施設の情報共有を検討することが必

要ではないか。 

・須磨地域への回遊性を高めるためにも、SDC の 9 月以降の開催も検討して

はどうか。 

・来年度以降の旅行商品化のなかで、SDC の特別感を醸し出したキャッチフ

レーズ（セールストーク）を掲げるなど、魅力ある旅行商品を検討し、旅

行エージェントに売り込むことが必要ではないか。旅行エージェントは、

長期間の渡る旅行商品のほうが売りやすいと感じている。 

・行政サイドでも、SDC に関連したゴミ・警備問題などに対応できないか現

在検討中である。 
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会議概要 ○来年度への課題・問題点（つづき） 

・今年度、休前日にシーパル須磨では、客室の設定数の問題で宿泊予約がと

れなかったケースがある一方で、平日は空きが多かった。来年度は、平日

の集客を増やす工夫が必要な一方で、須磨地域で観光客を取りこぼしを減

らすためにも、他の宿泊施設を活用した旅行商品の造成が必要である。 

○その他 

・SDC の来訪者数を 55,000 人から 63,000 人に修正する。※推計方法につい

て、再検討した結果である。 

会議風景  
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2)検討結果（パンフレット） 

ワークショップ及びテーブル会議の検討結果は、パンフレットとして作成した。 

 

(1)メインモニターツアーの企画・造成 

メインモニターツアーについては、出発日 2013 年 6 月 22 日から 7 月 30 日とし、宿泊・日

帰り各プラン 1 日限定 50 名とした。 

メインモニターツアーの詳細および作成したパンフレット（PDF 形式）については、次ペー

ジ以降に示す。 
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(2)オプショナルツアー（ご当地ツアー）の企画・造成 

メインモニターツアーとともに、須磨地域観光の回遊性を高めたり、地域経済の活性化を図

るために、オプショナルツアー（ご当地ツアー）を造成した。 

メインモニターツアーの実施期間にあわせて、2013 年 7 月 5 日から 9 月 29 日までに、5 つ

のご当地ツアーを催行した。ご当地ツアーの詳細および作成したパンフレットについては、次

ページ以降に示す。 

 

【A】ご当地ツアー須磨ドルフィンコーストとドルフィンウォッチング 

【B】須磨海賊船クルーズ 

【C】一弦琴演奏鑑賞と一字写経体験 

【D】須磨 智慧の道をたどる 

【E】須磨離宮公園散策と神戸迎賓館でのフレンチディナーor ランチ 
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